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1 はじめに

高精度な機械翻訳を実現する上で、対訳知識のカバ

レッジの向上・充実は必要不可欠である。日常的に用

いられる口語表現・フレーズに関しては、数十万項目

を持つ対訳辞書でもカバレッジが不足しているのが現

状である。そのため、特に日常会話等の翻訳において

大きな悪影響を与えている。

本研究では、日英対訳辞書においてカバーできてい

ない日常的表現をスマートフォン用アプリケーション

により収集し、クラウドソーシングによって訳語を獲

得することでカバレッジの向上を目的とするフレーム

ワーク (図 1)を提案する。このフレームワークの背景

は次の通りである。

• 現在、日本においてスマートフォンのユーザーは
50％を超えており 1、日常的な疑問をスマート

フォンを通してインターネットで解決する環境が

構築されつつあると考えられる。

• 近年、インターネットを介して、多数の人間に安
価に仕事を依頼できる仕組みであるクラウドソー

シングが注目されている。クラウドソーシングに

より、専門家の翻訳と同品質程度の翻訳が得られ

ることも示されている [1]。

また、実際にそのフレームワークに基づく実験を行っ

た結果について報告する。

2 カバレッジ向上フレームワーク

提案するスマートフォンとクラウドソーシングを用い

たカバレッジ向上のフレームワークについて説明する。

日常的表現は、専門性の高くない単語・句・短文であ

り、口語的な表現も含まれる。このような日常的表現

を音声エージェントアプリによって収集する。音声エー

ジェントアプリとはユーザーからの発話に反応して、ス

マートフォンの機能を動作させるものである。例えば、

「明日の天気は？」という発話に反応して、「明日の天

気は晴れです」のように反応する。この機能の一部と
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図 1:集合知を用いた対訳知識カバレッジ向上フレーム

ワーク

して簡易翻訳を考える。これは、ユーザーからの「ア

ガるの翻訳は？」に反応して、「get nervousです」のよ

うに応答する。翻訳は対訳辞書を引き、エントリーに

対応する訳を返す簡易的なものである。そのため、単

語や複合語は翻訳可能であるが、定形表現ではない短

文等の翻訳は行えない。「アガる」のようにユーザーが

翻訳しようとしている表現を以下では「ターゲット表

現」と呼ぶ。翻訳に失敗したターゲット表現をクラウ

ドソーシングを用いて翻訳する。

ターゲット表現は、日常的表現の可能性が高いと考

えられる。既に述べたように、スマートフォンを日常

的に使う環境は構築されつつあり、専門的でない話し

言葉が使われると考えられるからである。

獲得したターゲット表現及びその対訳を辞書に追加

することにより、辞書のカバレッジを向上させること

ができる。これが、提案するフレームワークであり、こ

れを繰り返すことでカバレッジの向上が見込まれる。

3 実験

3.1 ターゲット表現の収集

上記のフレームワークに基づく実験を行った。音声

エージェントアプリは Yahoo！音声アシストを使用し

た。Yahoo!音声アシストは、Android及び iPhone上で

利用できる音声エージェントアプリである。翻訳機能
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の原言語は日本語、目標言語は英語である。翻訳機能

に用いた辞書は Edict2 を編集したものを用いた。元々

のEdictの日本語エントリー数は 15万程度であったが、

編集により 5万程度になった。編集は「有る」「ある」

といった同一の日本語エントリーのうち、ひらがなの

エントリーを削除、また、常用漢字以外の漢字を使う

エントリーを削除した。これは、アプリケーション側

の容量削減のために行われており、なるべく影響ので

ないような項目の削除を行ったものである 3。ユーザー

から聞かれたターゲット表現が辞書に含まれていると

きは、訳を返し、含まれていないときは、「『ターゲッ

ト表現』英語」を検索した結果を表示する。

1ヶ月間の期間で、ユーザーが翻訳を意図する発話は

294件存在した。その内訳は、翻訳を返すことができ

たものが 113件、できなかったものが 181件であった。

翻訳に失敗した主な原因は、ターゲット表現が短文で

あることや、単語ではあるがEdict編集時に削除してし

まったこと、元々Edictがカバーしていないことである。

3.2 クラウドソーシングによる翻訳

これら翻訳に失敗したターゲット表現のうちから、重

複するターゲット表現やEdict編集時に削除したものを

除いた、89項目をクラウドソーシングで翻訳した。内

訳は、単語・句が 47個、短文が 42個であった。ター

ゲット表現には翻訳が不可能と思われるものも含まれ

ていた。例としては「Google」や、「おでこはこんにち

は」のように元々日本語ではない、あるいは意味が理

解できないものなどである。後者は、音声認識の失敗

によるものと考えられる。

クラウドソーシングサービスとして Yahoo!クラウド

ソーシングを利用した。言語能力は特に問わなかった

が、Yahoo！クラウドソーシングが日本語のサービスで

あるため、主に日本語を母国語とする者が翻訳したと

考えられる。クラウドソーシングで 1つのターゲット

表現に対し 10人のワーカーに回答を求めた。10の訳

のうちで最も数が多い訳を、ターゲット表現に対する

対訳とした。得られた 89項目のターゲットとその対訳

を和英辞書に追加した。

翻訳の正確性について、英語のネイティブスピーカー

に評価をしてもらった。評価結果について、表 1に示

す。短文で翻訳結果で採用されたものに関して、Web

上の翻訳サービスの機械翻訳の結果と一致するものが

多数存在していた。このことが、対訳の評価で誤訳が

多い理由である可能性があり、ターゲット表現を画像

2http://www.edrdg.org/jmdict/edict.html
32015年 1月の段階で、容量の問題が改善され、同一エントリーを
削除した 10万項目程度の編集した Edictを用いている。

翻訳評価 単語・句 短文
正しく翻訳できている 40 20
間違いではないが、この表現は使わない 0 2
誤訳である 7 20

表 1:翻訳の正確性

にして提示することで、コピーアンドペーストを防ぐ

等の対策が必要であると考えられる。

ターゲット表現には翻訳サービスでは翻訳できないよ

うな単語も存在した。たとえば「ちょい先」はGoogle翻

訳を用いると「Choi ahead」の訳になってしまう。「ちょ

い先」のクラウドソーシングでの訳語は「A little earlier」

であり、これはGoogle翻訳で「ちょっと先」を翻訳した

「A little earlier」と一致する。これはワーカーが「ちょっ

と先」のように翻訳できる形に言い換えて翻訳サービ

スを利用したと推測される。

また、ターゲット表現の単語・句において、インター

ネット上の大規模辞書であるWeblio和英辞書 4に載っ

ていない項目は 47項目中 18項目存在した。具体的に

は、「復帰登板」や、「レスキュー車」等である。この

ように大規模辞書でもカバーしていない日常的表現が

収集できた。

4 まとめ

本論文では、スマートフォンとクラウドソーシング

を用いたカバレッジ向上フレームワークを提案し、実

験によってカバレッジの向上を確認した。また、大規

模辞書でもカバーしていない表現を獲得できた。

ログから、日常的表現の翻訳を聞かれる頻度が分か

り、表現の重要性も調べる事ができる。今後はこのよ

うなことについても分析していく予定である。一方で、

翻訳にインターネット上の翻訳サービスを用いている

ワーカーが多いためか、句・短文の翻訳の信頼性には

問題が残った。句・短文の翻訳精度の評価・向上を行

い、カバレッジのさらなる向上を目指したい。
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